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平成２２年第１回（３月）岬町議会定例会第２日会議録 

 

○平成２２年３月４日（木）午前１０時００分開議 

 

○場 所   岬町役場議場 

 

○出席議員 次のとおり１４名であります。 

  １番 川 端 啓 子   ２番 鍛 治 末 雄   ３番 中 原   晶 

  ５番 和 田 勝 弘   ６番 出 口   實   ７番 奥 野   学 

  ８番 谷 本   貢   ９番 反 保 多喜男   10番 岡 本 重 樹 

  11番 辻 下 文 信   12番 辻 下 正 純   13番 豊 国 秀 行 

  14番 小 川 日出夫   15番 竹 内 邦 博   

 

  欠席議員 な し 

  傍  聴 な し 

 

○地方自治法第１２１条の規定により本会に出席を求めた者は次のとおりであります。 

町 長 田 代   堯 教 育 長 田 中 繁 樹 

総 務 部 長 中 口 守 可 総務部理事 時 岡   貢 

企 画 部 長 笠 間 光 弘 企画部理事 谷 下 泰 久 

企画部副理事兼 

文化ｾﾝﾀｰ青少年ｾﾝﾀｰ所長 
一 本 稔 明 住 民 部 長 白 井 保 二 

福 祉 部 長 芦 田 貴志雄 福祉部理事 南   康 明 

事業部長兼 

直 轄 理 事 
松 永 英 三 上下水道部長 末 原 光 喜 

会計管理者兼理事 渕 原 義 仁 
教育委員会事務局 

教 育 部 長 
古 谷   清 

総務部総務法制課長 中 田 道 徳 
総 務 部 

行財政改革課長 
四至本 直 秀 

総務部危機管理課長 亀 崎 義 夫 企画部秘書人事課長 竹 下 雅 樹 
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住民部保険年金課長 古 橋 重 和 企画部企画政策課長 保 井 太 郎 

 

○本会の書記は次のとおりであります。 

議会事務局長 辻 下 一 博 
議会事務局課長 

兼 議 会 係 長 
大 山 鐵 男 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 

  日程１ 

  日程２ 

 

議案第３号 

諸般の報告 

平成２１年度岬町一般会計補正予算（第７次）の件 

  日程３ 議案第４号 平成２１年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第４次）の件 

  日程４ 

  日程５ 

議案第５号 

議案第６号 

平成２１年度岬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２次）の件 

平成２１年度岬町下水道事業特別会計補正予算（第２次）の件 

  日程６ 議案第７号 平成２１年度岬町住宅用地造成事業特別会計補正予算（第１次）の

件 

  日程７  平成２２年度当初予算に関する説明 

  日程８ 議案第８号 平成２２年度岬町一般会計予算の件 

  日程９ 議案第９号 平成２２年度岬町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算の件 

  日程10 議案第10号 平成２２年度岬町国民健康保険特別会計予算の件 

  日程11 議案第11号 平成２２年度岬町老人保健特別会計予算の件 

  日程12 議案第12号 平成２２年度岬町後期高齢者医療特別会計予算の件 

  日程13 議案第13号 平成２２年度岬町下水道事業特別会計予算の件 

  日程14 議案第14号 平成２２年度岬町漁業集落排水事業特別会計予算の件 

  日程15 議案第15号 平成２２年度岬町介護保険特別会計（保険事業勘定）予算の件 

  日程16 議案第16号 平成２２年度岬町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算

の件 

  日程17 議案第17号 平成２２年度岬町淡輪財産区特別会計予算の件 

  日程18 議案第18号 平成２２年度岬町深日財産区特別会計予算の件 

  日程19 議案第19号 平成２２年度岬町多奈川財産区特別会計予算の件 

  日程20 議案第20号 平成２２年度岬町谷川財産区特別会計予算の件 
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  日程21 議案第21号 平成２２年度岬町水道事業会計予算の件 

  日程22 議案第22号 阪南市泉南市岬町障害程度区分認定審査会共同設置規約の一部を変

更する協議の件 

  日程23 議案第23号 阪南市泉南市岬町介護認定審査会共同設置規約の一部を変更する協

議の件 

  日程24 議案第24号 工事請負契約中変更の件（公共下水道汚水管埋設工事（22－11）） 

  日程25 議案第25号 非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する件 

  日程26 

  日程27 

 

議案第26号 

議案第27号 

 

岬町特別会計条例の一部を改正する件 

岬町国民健康保険条例の一部を改正する件 
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（午前１０時００分 開会） 

○小川日出夫副議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから平成２２年第１回岬町議会定例会２日目を開会いたします。 

  ただいま、時刻は午前１０時００分です。 

  本日の出席議員は１４名です。 

  定足数に達しておりますので、本定例会は成立しました。 

  本定例会には、町長以下の関係職員の出席を求めております。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○小川日出夫副議長 日程１、「諸般の報告」を行います。 

  昨日、３月３日、大阪府町村議長会定期総会におきまして、大阪府町村議長会表彰を受けられ

ました谷本 貢君の伝達式を行います。 

  谷本 貢君、演台前にお越しください。 

表彰状 

 岬町議会 谷本 貢殿 

  あなたは１０年以上にわたり、町村議会議員として地方自治の振興、発展に寄与、貢献された

その功績はまことに顕著であります。よって、ここに表彰します。 

  平成２２年３月３日 

                           大阪府町村議長会 廣谷 武 

（拍手） 

  引き続きまして、町長からの感謝状の贈呈があります。 

  谷本 貢君、田代町長は演台前にお越しください。 

○田代町長  

感謝状 

 谷本 貢様 

  あなたは岬町議会議員として、永年にわたり岬町自治並びに町村議会の振興と発展に寄与され、

地域住民のためにご尽力されました功績はまことに顕著であります。よってここに深く感謝の意

を表します。 

  平成２２年３月４日 

                            大阪府泉南郡岬町長 田代 堯 
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  どうもおめでとうございます。（拍手） 

○小川日出夫副議長 ただいま表彰状並びに感謝状の贈呈が終わりました。谷本 貢君から謝辞を

述べたいとのことですので、これを許可いたします。 

○谷本 貢議員 貴重な時間をおかりいたしまして、一言ごあいさつ申し上げます。 

  このたび大阪府町村議長会表彰をいただきましたことは、まことに感激にたえない次第であり

ます。これもひとえに議員の皆様、理事者各位並びに関係各位の格別のご指導、ご鞭撻のたまも

のと、心より御礼申し上げます。 

  顧みますと、各位のご支援、ご協力により議会内の役職も多く経験させていただきましたが、

これらは私一人の力ではなく、同僚議員各位のお力によるものと深く感謝の意を表すものであり

ます。 

  さて、地方自治を取り巻く状況は大きく変化しております。長引く不況による財政危機の克服、

地域の活性化など、議員として我々が取り組むべき課題も多くあります。もとより微力な私であ

りますが、この表彰を機に、より一層の地方自治の振興と岬町の発展のために邁進していく所存

であります。 

  今後とも変わりませずご指導、ご鞭撻をお願い申し上げ、御礼の言葉とさせていただきます。

ありがとうございました。（拍手） 

○小川日出夫副議長 谷本 貢君におかれましては、多年にわたり本当にご苦労さまでした。今後

ともよろしくお願いいたします。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○小川日出夫副議長 日程２、議案第３号「平成２１年度岬町一般会計補正予算（第７次）の件」

を議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。総務部長、中口守可君。 

○中口総務部長 日程２、議案第３号、平成２１年度岬町一般会計補正予算（第７次）の件につき

まして、概要をご説明いたします。 

  本町の財政状況につきましては、歳入は、世界的な経済不況や地価下落による町税収入の落ち

込み等により減少するとともに、歳出におきましては、少子高齢化の進展に係る社会保障関係経

費の増加に加えまして、公債費など義務的経費が財政を大きく圧迫しており、極めて厳しい状況

にございます。このことから、大阪府市町村振興補助金など特定財源の確保に向けて、現在、関
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係機関と協議、調整を行っているところでございます。 

  したがいまして、今般の補正予算につきましては、法令等に基づくものや緊急性の高い経費な

どの真に必要な経費、不用見込額の調整及び補助金等の交付決定に伴う財源更正などを中心に編

成をいたしております。 

  それでは、議案書の１ページをご参照願います。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９，４７５万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ７０億６，４８１万２，０００円とするものでございます。 

  ２ページの第１表歳入歳出予算補正をごらんください。 

  まず、歳入予算の概要につきましてご説明いたします。２ページ、３ページをご参照願います。

なお、詳細につきましては１０ページ、１１ページに記載しておりますので、あわせてご参照願

います。 

  使用料及び手数料につきましては、国が実施する第二阪和国道改築工事に係る搬出土砂の仮置

場の使用に伴う町有地使用料１２８万３，０００円を計上いたしております。 

  国庫支出金につきましては５，３４７万７，０００円を計上いたしております。 

  主な内容といたしましては、平成２２年度より創設されます子ども手当準備事業費補助金４１

９万円、昨年１２月に閣議決定した「明日の安心と成長のための緊急経済対策」を踏まえ、国の

第２次補正予算に盛り込まれました地域活性化・きめ細かな臨時交付金につきましては、本町の

交付限度額４，９２８万７，０００円を計上いたしております。 

  なお、充当事業につきましては、国の緊急経済対策の趣旨を踏まえ、きめ細かなインフラ整備

事業を念頭に、老朽化が著しいし尿処理施設の延命措置対策に８３０万２，０００円、早急に整

備の必要がある道路や橋梁の整備に４，０９８万５，０００円を計上いたしております。 

  府支出金につきましては１，１５４万４，０００円を計上いたしております。 

  主な内容といたしましては、補助金等の交付決定に伴いまして、後期高齢者医療基盤安定負担

金１４４万２，０００円、防災情報通信設備整備事業交付金９４２万円を計上いたしております。 

  寄附金につきましては、小学校への指定寄附といたしまして１５万円を計上いたしております。 

  繰入金につきましては、本補正予算の財源調整といたしまして３，５０２万３，０００円を計

上いたしております。 

  諸収入につきましては、平成２０年度の医療費の精算に伴いまして、後期高齢者医療広域連合

負担金の医療費定率での返還金として１，３６７万４，０００円を計上いたしております。 

  町債につきましては、集会所整備事業費の事業費の減少に伴いまして、集会所整備事業債２，
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０４０万円を減額計上いたしております。 

  次に、歳出予算の概要につきましてご説明いたします。４ページをご参照願います。 

  なお、詳細につきましては１２ページ以降に記載しておりますので、あわせてご参照願います。 

  総務費につきましては１，１０２万６，０００円を計上いたしております。 

  主な内容といたしましては、年度末に退職が見込まれることに伴いまして、一般職退職手当１，

８６９万３，０００円、同じく年度末をもって住宅用地造成事業特別会計の廃止を図るための特

別会計保有用地買収費２，０２６万１，０００円をそれぞれ増額計上する一方、（仮称）淡輪１

９区集会所整備事業の不用額調整といたしまして設計業務委託料、用地買収費、物件補償費、合

わせまして２，７１２万９，０００円を減額計上するものでございます。 

  民生費につきましては５９７万３，０００円を計上いたしております。 

  主な内容といたしましては、国民健康保険特別会計繰出金の減額１０万４，０００円、後期高

齢者医療特別会計繰出金１８８万７，０００円、子ども手当システム修正委託料４１９万円とな

っております。 

  衛生費につきましては、さきに歳入でご説明いたしました地域活性化・きめ細かな臨時交付金

の充当事業といたしまして、し尿処理施設のばっき槽改修工事１，０００万円、下水道の整備等

に伴う一般廃棄物処理業等の合理化に関する特別措置法の趣旨に準じまして、浄化槽清掃及び汚

泥収集運搬業務継続助成金９９２万５，０００円、合わせまして１，９９２万５，０００円を計

上いたしております。 

  土木費につきましては４，７９６万４，０００円を計上いたしております。 

  主な内容といたしましては、地域活性化・きめ細かな臨時交付金の充当事業といたしまして、

道路改良事業４，９０２万７，０００円、橋梁改修事業８４万円をそれぞれ増額計上する一方、

不用額調整といたしまして、都市計画線引き見直し業務委託料３２０万３，０００円を減額計上

するものでございます。 

  消防費につきましては、大規模な自然災害等に関する情報を国から住民まで瞬時に防災行政無

線を通じまして情報伝達を行うための全国瞬時システム整備工事９４５万円を計上いたしており

ます。 

  教育費につきましては、指定寄附を充当するため、備品購入費１５万円、共同調理場の冷凍庫

購入２６万３，０００円、合わせまして４１万３，０００円を計上いたしております。 

  次に、５ページをご参照願います。第２表繰越明許費をごらんください。 

  翌年度に繰越しが見込まれる事業といたしまして、子ども手当準備事業ほか８事業について、
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それぞれごらんの金額を計上いたしております。 

  これらの事業はいずれも国の補正予算を財源に実施する事業となっており、今補正予算といた

しまして、先ほどご説明させていただきました地域活性化・きめ細かな臨時交付金のほか、多く

が国の経済対策でございます。地域活性化・経済危機対策臨時交付金や地域活性化・公共投資臨

時交付金を活用して事業を実施するものとなっております。 

  続きまして、６ページをご参照願います。第３表債務負担行為補正をごらんください。 

  下水道整備等に伴う浄化槽清掃及び汚泥収集運搬業務継続助成事業を追加するもので、期間は

平成２６年度、限度額は４，３８２万９，０００円となっております。 

  最後に、７ページをご参照願います。第４表地方債補正をごらんください。 

  集会所整備事業の事業費の減少に伴いまして、地方債の限度額を６，９００万円から４，８６

０万円に変更するものでございます。 

  なお、起債の方法、利率及び償還の方法につきましては、ごらんのとおりとなっております。 

  以上が補正予算の概要でございます。 

  なお、本件は、総務文教、厚生、事業の各常任委員会に付託の予定と伺っております。よろし

くご審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○小川日出夫副議長 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

  本件については、総務文教、厚生、事業の各常任委員会に付託の予定でありますが、その前に

大綱的質疑を受けたいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  これより大綱的質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております平成２１年度岬町一般会計補正予算（第７次）の件については、

会議規則第３９条第１項の規定により、総務文教、厚生、事業の各常任委員会に付託したいと思

います。 

  ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  よって、本件については、総務文教、厚生、事業の各常任委員会に付託することに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○小川日出夫副議長 日程３、議案第４号「平成２１年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第

４次）の件」を議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。住民部長、白井保二君。 

○白井住民部長 日程３、議案第４号、平成２１年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第４

次）の件につきましてご説明いたします。 

  今回の補正予算は、介護従事者処遇改善臨時特例交付金等の特定財源の確定に伴う財源更正及

び後期高齢者支援金の納付額が確定したことによる所要の補正を行うものでございます。 

  補正予算の内容についてご説明いたします。補正予算書の１ページをご参照願います。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４３万７，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ２７億１，３７４万６，０００円とするものであります。 

  歳入予算の概要についてご説明いたします。予算書の２ページを、詳細につきましては５ペー

ジ及び６ページをあわせてご参照願います。 

  国民健康保険料として１４４万５，０００円を減額補正するものであります。 

  内容といたしましては、後期高齢者支援金分として２１万９，０００円の増額を、及び介護従

事者処遇改善臨時特例交付金の確定に伴い、介護納付金分として１６６万４，０００円を減額す

るものでございます。 

  次に、国庫支出金として１９５万５，０００円を増額補正するものであります。 

  内容といたしましては、後期高齢者支援金に充当するための後期高齢者支援金負担金１４万８，

０００円及び普通調整交付金３万９，０００円、介護従事者の処遇改善に伴う介護保険料の上昇

を抑制するために交付されます介護従事者処遇改善臨時特例交付金１６６万４，０００円、７０

歳から７４歳までの高齢者の窓口での負担割合が１割に凍結されたことに関する広報経費に充当

するための高齢者医療制度円滑運営事業補助金１０万４，０００円となっております。 

  次に、府支出金、府補助金として、後期高齢者支援金に充当するための普通調整交付金３万１，

０００円を増額補正するものであります。 

  次に、繰入金、他会計繰入金として、高齢者医療制度円滑運営事業補助金の交付決定に伴い、

一般会計からの繰入金１０万４，０００円を減額補正するものであります。 
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  続きまして、歳出予算の概要についてご説明いたします。予算書の３ページを、詳細につきま

しては７ページをあわせてご参照願います。 

  総務費、総務管理費におきまして、高齢者医療制度円滑運営事業補助金の確定に伴う財源更正

に係る補正を行っております。 

  次に、後期高齢者支援金等におきまして、高齢者支援金の納付額の確定により４３万７，００

０円を増額補正するものであります。 

  次に、介護納付金におきまして、介護従事者処遇改善臨時特例交付金の確定に伴う財源更正を

行っております。 

  以上が平成２１年度岬町国民健康保険補正予算（第４次）の概要でございます。 

  本件につきましては、厚生委員会に付託の予定と聞いております。よろしくご審議の上、議決

賜りますようお願い申し上げます。 

○小川日出夫副議長 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

  本件については、厚生委員会に付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受けたいと思

います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  これより大綱的質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております平成２１年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第４次）の

件については、会議規則第３９条第１項の規定により、厚生委員会に付託したいと思います。 

  ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  よって、本件については厚生委員会に付託することに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○小川日出夫副議長 日程４、議案第５号「平成２１年度岬町後期高齢者医療特別会計補正予算
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（第２次）の件」を議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。住民部長、白井保二君。 

○白井住民部長 日程４、議案第５号、平成２１年度岬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

次）の件につきましてご説明いたします。 

  今回の補正予算は、低所得者を対象とする後期高齢者医療保険料の政令軽減に係る保険基盤安

定納付金などについて所要の補正を行うものでございます。 

  補正予算の内容についてご説明いたします。補正予算書の１ページをご参照願います。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１９２万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ２億２，８６４万７，０００円とするものであります。 

  歳入予算の概要についてご説明いたします。予算書の２ページを、詳細につきましては４ペー

ジもあわせてご参照願います。 

  繰入金、一般会計繰入金として１８８万７，０００円を増額補正するものであります。 

  内容といたしましては、大阪府高齢者医療制度特別対策補助金の交付決定に伴う事務費に係る

繰入金の減額を、並びに低所得者を対象とする保険料の政令軽減額の確定に伴う保険基盤安定に

係る一般会計からの繰入金を増額するものであります。 

  次に、諸収入、雑入として３万６，０００円を増額補正するものであります。 

  内容といたしましては、大阪府高齢者医療制度特別対策補助金を増額補正するものでありまし

て、医療制度の見直し内容等の周知に関する費用に充当するものでございます。 

  続きまして、歳出予算の概要についてご説明いたします。予算書の２ページを、詳細につきま

しては５ページをあわせてご参照願います。 

  総務費、徴収費におきまして、大阪府高齢者医療制度特別対策補助金の確定に伴う財源更正に

係る補正でございます。 

  次に、後期高齢者医療広域連合納付金におきまして１９２万３，０００円を増額補正するもの

であります。 

  内容といたしましては、低所得者を対象とする保険料の政令軽減額の確定に伴う広域連合への

基盤安定納付金を増額するものであります。 

  以上が平成２１年度岬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２次）の概要でございます。 

  本件につきましては、厚生委員会に付託の予定と聞き及んでおります。よろしくご審議の上、

議決賜りますようお願い申し上げます。 

○小川日出夫副議長 これをもって、提案理由の説明を終わります。 
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  本件については、厚生委員会に付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受けたいと思

います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  これより大綱的質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております平成２１年度岬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２次）

の件については、会議規則第３９条第１項の規定により、厚生委員会に付託したいと思います。 

  ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  よって、本件については厚生委員会に付託することに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○小川日出夫副議長 日程５、議案第６号「平成２１年度岬町下水道事業特別会計補正予算（第２

次）の件」を議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。上下水道部長、末原光喜君。 

○末原上下水道部長 日程５、議案第６号、平成２１年度岬町下水道事業特別会計補正予算（第２

次）の件につきましてご説明いたします。 

  議案書の１ページをご参照願います。 

  歳入歳出予算の総額にそれぞれ１６８万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ７億７，５８３万３，０００円とするものでございます。 

  ２ページをご参照願います。第１表歳入歳出予算補正をごらんください。まず、歳入予算の補

正につきましてご説明いたします。 

  なお、詳細につきましては４ページに記載されておりますので、あわせてご参照願います。 

  繰入金につきましては、消費税及び地方消費税の中間申告額の確定により、一般会計繰入金１

６８万８，０００円を増額計上いたしております。 
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  次に、歳出予算の補正につきましてご説明いたします。 

  なお、詳細につきましては４ページに記載されておりますので、あわせてご参照願います。 

  総務費につきましては１６８万８，０００円を増額計上いたしております。 

  内容といたしましては、先ほど歳入でご説明いたしましたように、消費税の中間申告の確定に

よるものでございます。 

  以上が補正予算の内容でございます。 

  なお、本件は、事業委員会に付託の予定と伺っております。よろしくご審議の上、議決賜りま

すようお願い申し上げます。 

○小川日出夫副議長 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

  本件については、事業委員会に付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受けたいと思

います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  これより大綱的質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております平成２１年度岬町下水道事業特別会計補正予算（第２次）の件

については、会議規則第３９条第１項の規定により、事業委員会に付託したいと思います。 

  ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  よって、本件については事業委員会に付託することに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○小川日出夫副議長 日程６、議案第７号「平成２１年度岬町住宅用地造成事業特別会計補正予算

（第１次）の件」を議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。総務部長、中口守可君。 

○中口総務部長 日程６、議案第７号、平成２１年度岬町住宅用地造成事業特別会計補正予算（第
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１次）の件につきまして、概要をご説明いたします。 

  補正予算の説明をさせていただく前に、地方自治体の財政破綻を未然に防止するための地方公

共団体の財政の健全化に関する法律、財政健全化法というものでございますが、平成１９年６月

に公布され、平成２０年度決算から適用されているところでございます。財政健全化法に定める

健全化基準の資金不足比率は、資金不足額の事業の規模に対する割合をいいまして、公営企業ご

とに算定を行うもので、法で定められた資金不足比率の経営健全化基準は２０％となっておると

ころでございます。 

  本会計の資金不足比率は、平成１９年度決算では１００％でございましたが、平成２０年度に

おきまして、懸案事項でありました隣接地権者との境界が確定し、地積更正等の登記手続の完了

により、未売却土地を販売用土地として収入見込額に反映できることから、資金不足の解消を図

ることができております。 

  今年度に一般公募を実施した結果、１２区画のうち６区画、公簿面積で９９２．１３平方メー

トルを売却することができましたが、現在も未売却土地を抱えており、総務省及び大阪府との協

議を踏まえまして、本用地を一般会計に売却することにより、本年度末をもちまして特別会計の

廃止を行おうとするものでございます。 

  なお、本未売却土地につきましては、一般会計におきまして、今後とも売却に向けて鋭意努力

する所存でございます。 

  それでは、補正予算の概要をご説明いたします。議案書の１ページをご参照願います。 

  収益的収入に営業収益として２，０２６万１，０００円を追加しまして、宅地造成事業収益の

総額を６，９３３万１，０００円とするものでございます。 

  なお、収益的収入の平野地区宅地売却収益につきましては、一般会計への売却収益を計上いた

しております。 

  以上が補正予算の概要でございます。 

  本件につきましては、総務文教委員会に付託の予定と伺っております。よろしくご審議の上、

議決賜りますようお願い申し上げます。 

○小川日出夫副議長 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

  本件については、総務文教委員会に付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受けたい

と思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  これより大綱的質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております平成２１年度岬町住宅用地造成事業特別会計補正予算（第１

次）の件については、会議規則第３９条第１項の規定により、総務文教委員会に付託したいと思

います。 

  ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  よって、本件については総務文教委員会に付託することに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○小川日出夫副議長 お諮りします。 

  日程７、平成２２年度当初予算に関する説明から日程２１、議案第２１号「平成２２年度岬町

水道事業会計予算の件」までの１５件を一括議題にしたいと思います。 

  ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  よって、日程７から日程２１、議案第２１号までの１５件を一括議題にすることに決定しまし

た。 

  平成２２年度当初予算に関する説明を求めます。総務部長、中口守可君。 

○中口総務部長 日程７、「平成２２年度当初予算に関する説明」及び日程８、議案第８号、「平

成２２年度岬町一般会計予算の件」から日程２１、議案第２１号、「平成２２年度岬町水道事業

会計予算の件」まで、合わせまして１５件の提案の説明をさせていただきます。長時間になると

思いますが、よろしくお願いいたします。 

  それではまず、平成２２年度岬町一般会計予算の件についてご説明いたします。予算書２ペー

ジをごらんください。 

  第１条の予算総額として、歳入歳出それぞれ６１億２，４００万円を計上いたしており、対前
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年度比２．５％の減となっております。なお、平成２１年度予算では、政府資金の補償金免除繰

上償還及び中学校整備事業に係る借換債の発行に伴いまして、歳入歳出にそれぞれ３億３，９７

５万円を計上いたしておりましたので、借換債を除く実質的な対前年度比は３．１％の増となっ

ております。 

  また、一般会計予算には、国と大阪府あわせて１億４，０３１万６，０００円の受託事業を計

上いたしております。平成２１年度には同じく２億８５万円を計上いたしておりましたので、さ

きの借換債とあわせて受託事業経費を除くと、財政規模は対前年度比４．２％の増となっており

ます。 

  第２条は債務負担行為の定めでございます。事項、期間及び限度額は予算書１０ページ、第２

表債務負担行為に掲げてございます。債務負担行為設定事項は淡輪火葬場運営事業となっており

ます。 

  第３条の地方債につきましては予算書１１ページ、第３表地方債に掲げてございます。農地防

災事業ほか２事業につきまして、事業ごとに地方債の限度額、起債の方法等を定めております。 

  第４条の一時借入金につきましては、借入れの最高額を２０億円と定めております。 

  第５条につきましては、歳出予算の流用についての定めでございます。 

  続きまして、事項別明細書により予算の概要を説明させていただきます。予算書１３ページを

ごらんください。 

  歳入予算の概要を説明させていただきます。なお、詳細につきましては１６ページ以降に記載

しておりますので、あわせてご参照願います。 

  款１、町税につきましては２２億８，５８７万５，０００円を計上いたしております。世界的

な経済不況や地価の下落などにより、対前年度７，４７７万１，０００円の減額となっておりま

す。 

  款２、地方譲与税から款９、地方特例交付金までの各種譲与税、交付金につきましては３億１，

８９６万２，０００円を計上いたしております。平成２１年度の収入見込み及び平成２２年度の

地方財政計画などを踏まえまして、対前年度１，１４７万９，０００円の減額となっております。 

  款１０、地方交付税につきましては、本町の税収等の状況及び地方財政計画などを踏まえ、対

前年度１億６，５００万円の増額の１７億２，５００万円を計上いたしております。内訳といた

しましては、普通地方交付税が１５億５００万円、特別地方交付税が２億２，０００万円となっ

てございます。 

  款１１、交通安全対策特別交付金につきましては、前年度と同額の４００万円を計上いたして
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おります。 

  款１２、分担金及び負担金につきましては、児童福祉法第５６条による負担金の減少などによ

り、対前年度２３２万円減額の１億１，４３０万６，０００円を計上いたしております。 

  款１３、使用料及び手数料につきましては、ごみ処分手数料の増加により、対前年度３７３万

円増額の８，７４９万４，０００円を計上いたしております。 

  款１４、国庫支出金につきましては、子ども手当国庫負担金の増加により、対前年度１億９，

３４９万２，０００円増額の３億６，６６９万７，０００円を計上いたしております。 

  款１５、府支出金につきましては、子ども手当府費負担金の増加などにより、対前年度４，７

１３万３，０００円増額の３億８，４６４万７，０００円を計上いたしております。 

  款１６、財産収入につきましては、町有地貸付収入の増加などにより、対前年度７６万４，０

００円増額の１８３万５，０００円を計上いたしております。 

  款１７、寄附金につきましては、岬ゆめ・みらい寄附金の増加などにより、対前年度１２３万

７，０００円増額の１７３万７，０００円を計上いたしております。 

  款１８、繰入金につきましては、対前年度３，１８１万２，０００円増額の２億７，７７４万

７，０００円を計上いたしております。 

  内容といたしましては、当初予算で必要な財源を確保するための財政調整基金繰入金２億７，

０００万円、桜の会・平成の通り抜け桜管理経費に充当するための多奈川地区多目的公園管理基

金繰入金１３３万円、大阪ミュージアム事業及び地域活性化事業に充当するための岬ゆめ・みら

い基金繰入金２４６万円のほか、介護保険特別会計、保険事業勘定でございますが、繰出金に充

当するための介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）繰入金として３４５万７，０００円、

多奈川小学校校庭芝生化支援事業に充当するための多奈川財産区特別会計繰入金５０万円となっ

ております。 

  款２０、諸収入につきましては、関西国際空港二期事業に係る土砂採取跡地整備受託事業収入

の減少などにより、対前年度３，８６４万８，０００円減額の２億２，０１０万円を計上いたし

ております。 

  款２１、町債につきましては３億３，５６０万円を計上いたしております。借換債やごみ処理

施設整備事業債の減少などにより、対前年度４億７，３９５万円の減額となっております。なお、

借換債を除く対前年度は１億３，４２０万円の減額となっております。 

  次に、歳出予算の概要を説明させていただきます。予算書１５ページをごらんください。なお、

詳細につきましては３２ページ以降に記載しておりますので、あわせてご参照ください。 
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  款１、議会費につきましては、対前年度８万円減額の１億７４８万１，０００円を計上いたし

ております。 

  款２、総務費につきましては、職員の退職手当や固定資産評価替経費の増加などにより、対前

年度９，３０５万８，０００円増額の７億３，５０１万円を計上いたしております。厳しい雇用

失業情勢に対応するための緊急雇用創出事業のほか、本町の将来に向けて平成２３年度から新た

にスタートする第４次総合計画の策定事業を平成２１年度に引き続き計上いたしております。 

  款３、民生費につきましては、新たに創設された子ども手当のほか、青少年センター費を教育

費から移行させたことに伴う増加などにより、対前年度２億３，６５５万７，０００円増額の１

９億４４５万６，０００円を計上いたしております。 

  款４、衛生費につきましては、リサイクル施設整備事業の減少などにより、対前年度６，１６

８万３，０００円減額の５億６，７４３万円を計上いたしております。母子保健事業のうち妊婦

健診につきましては、妊婦の健康管理の充実や経済的負担の軽減を図るため、１人当たり助成額

を３万５，０００円から４万２，０００円に引き上げております。 

  款６、農林水産業費につきましては、漁港整備事業の減少などにより、対前年度４９万４，０

００円減額の３，８７２万７，０００円を計上いたしております。 

  款７、商工費につきましては、ふるさと雇用再生特別基金事業の増加などにより、対前年度４

９５万円増額の３，３０１万５，０００円を計上いたしております。 

  款８、土木費につきましては、大阪府受託事業の関西国際空港二期事業に係る土砂採取跡地整

備事業の減少などにより、対前年度１，３４０万３，０００円減額の７億１，０７５万８，００

０円を計上いたしております。新規施策といたしましては、町道西畑線整備事業のほか町営住宅

に係る火災報知器設置経費や、緑ケ丘住宅につきましては地上デジタル放送受信設備の設置経費

を計上いたしております。 

  款９、消防費につきましては、阪南岬消防組合負担金の増加により、対前年度９７１万３，０

００円増額の３億２，７４４万３，０００円を計上いたしております。 

  款１０、教育費につきましては、小学校耐震補強事業及び青少年センター費を民生費に移行さ

せたことに伴う減少により、対前年度４，９７２万１，０００円減額の４億６，６３６万４，０

００円を計上いたしております。新規施策といたしましては、本町の文化財を保護し、歴史資料

の情報を発信するための拠点として、仮称でございますが、岬の歴史館事業のほか、防災計画で

緊急避難所として位置づけられています町民体育館の耐震診断第２次診断の経費を計上いたして

ございます。 
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  款１２、公債費につきましては、借換債の発行に伴う繰上償還の減少などにより、対前年度３

億８，３２８万７，０００円減額の１２億２，０９５万３，０００円を計上いたしております。

なお、借換債を除く対前年度は４，３５３万７，０００円の減額となっております。 

  款１３、諸支出金につきましては、海釣り公園管理基金などの基金積立金の増加により、対前

年度６３９万円増額の７３６万３，０００円を計上いたしております。 

  款１５、予備費につきましては、前年度と同額の５００万円を計上いたしております。 

  以上が平成２２年度岬町一般会計でございます。 

  続きまして、平成２２年度岬町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算の件につきましてご説明

いたします。予算書１０８ページをごらんください。 

  第１条の予算総額として、歳入歳出それぞれ８７８万４，０００円を計上いたしております。

対前年度比０．１％の減となっております。 

  事項別明細書により予算の概要を説明させていただきます。予算書１１２ページをごらんくだ

さい。 

  歳入予算の概要を説明させていただきます。なお、詳細につきましては１１４ページに記載し

ておりますので、あわせてご参照ください。 

  款１、諸収入につきましては、貸付対象者からの貸付元利収入といたしまして、対前年度１万

円減額の７５７万５，０００円を計上いたしております。 

  款２、府支出金につきましては、住宅新築資金等貸付事業府補助金といたしまして、前年度と

同額の１２０万９，０００円を計上いたしております。 

  次に、歳出予算の概要につきまして説明させていただきます。予算書１１３ページをごらんく

ださい。なお、詳細につきましては１１５ページに記載しておりますので、あわせてご参照くだ

さい。 

  款１、住宅新築資金等貸付事業費につきましては、運用管理費といたしまして、対前年度１万

円減額の２万５，０００円を計上いたしております。 

  款２、公債費につきましては、地方債元利償還金といたしまして、前年度と同額の７５５万円

を計上いたしております。 

  款３、前年度繰上充用金につきましては、平成２１年度財源不足見込額といたしまして、前年

度と同額の１２０万９，０００円を計上いたしております。 

  以上が平成２２年度岬町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算でございます。 

  次に、平成２２年度岬町国民健康保険特別会計予算の件につきましてご説明いたします。予算
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書１１８ページをごらんください。 

  第１条の予算総額として、歳入歳出それぞれ２６億１５９万５，０００円を計上いたしており、

対前年度比２．１％の減となっております。 

  第２条の一時借入金につきましては、借入れの最高額を５億円と定めております。 

  第３条は、歳出予算の流用についての定めでございます。 

  続きまして、事項別明細書により予算の概要を説明させていただきます。予算書１２４ページ

をごらんください。 

  歳入予算の概要を説明させていただきます。なお、詳細につきましては１２６ページ以降に記

載しておりますので、あわせてご参照願います。 

  款１、国民健康保険料につきましては、対前年度２２５万９，０００円減額の６億１，７４４

万１，０００円を計上いたしております。 

  款２、一部負担金につきましては前年度と同額の２，０００円を、款３、使用料及び手数料に

つきましても前年度と同額の１，０００円をそれぞれ計上いたしております。 

  款４、国庫支出金につきましては、対前年度４，７２２万３，０００円減額の５億７，１３３

万２，０００円を計上いたしております。 

  款５、療養給付費交付金につきましては、対前年度３，５３０万９，０００円増額の１億２，

８２９万３，０００円を計上いたしております。 

  款６、前期高齢者交付金につきましては、対前年度８３４万１，０００円減額の７億２６万８，

０００円を計上いたしております。 

  款７、府支出金につきましては、対前年度６６４万３，０００円減額の１億２９４万４，００

０円を計上いたしております。 

  款８、共同事業交付金につきましては、対前年度２，１３３万７，０００円減額の２億９，１

４７万６，０００円を計上いたしております。 

  款９、財産収入につきましては、前年度と同額の８万７，０００円を計上いたしております。 

  款１０、繰入金につきましては、対前年度４５３万５，０００円減額の１億８，９１６万７，

０００円を計上いたしております。内訳といたしましては、一般会計繰入金１億４，７５８万２，

０００円、財政基盤安定基金繰入金４，１５８万５，０００円となっております。 

  款１１、繰越金につきましては、前年度と同額の１，０００円を計上いたしております。 

  款１２、諸収入につきましては、対前年度２２万８，０００円減額の５８万３，０００円を計

上いたしております。 
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  次に、歳出予算の概要につきましてご説明いたします。予算書１２５ページをごらんください。

なお、詳細につきましては１３２ページ以降に記載しておりますので、あわせてご参照ください。 

  款１、総務費につきましては、対前年度１８７万６，０００円増額の５，０３９万７，０００

円を計上いたしております。 

  款２、保険給付費につきましては、対前年度１，７１０万４，０００円増額の１８億２，５２

１万１，０００円を計上いたしております。 

  款３、後期高齢者支援金等につきましては、対前年度２，４４１万７，０００円減額の２億３，

８８４万２，０００円を計上いたしております。 

  款４、前期高齢者納付金等につきましては、対前年度４０万円減額の４４万２，０００円を計

上いたしております。 

  款５、老人保健拠出金につきましては、対前年度３，１７６万９，０００円減額の４７０万９，

０００円を計上いたしております。 

  款６、介護納付金につきましては、対前年度２８８万１，０００円増額の１億３７万２，００

０円を計上いたしております。 

  款７、共同事業拠出金につきましては、対前年度２，２９９万４，０００円減額の３億１，７

６８万１，０００円を計上いたしております。 

  款８、保健事業費につきましては、対前年度４５０万４，０００円増額の３，１８５万４，０

００円を計上いたしております。主な事業といたしましては、平成２０年度から実施しておりま

す特定検診、特定保健指導のほか、がん検診等受診者のうち国保被保険者に係る事業費の支援や、

ジェネリック医薬品への変更勧奨などを通じまして医療費の適正化を図る事業を引き続き実施す

るものでございます。 

  款９、基金積立金につきましては、前年度と同額の８万７，０００円を計上いたしております。 

  款１０、公債費につきましては、対前年度２０４万２，０００円減額の１００万円を計上いた

しております。 

  款１１、諸支出金につきましては前年度と同額の１００万円を、款１２、予備費につきまして

も前年度と同額の３，０００万円をそれぞれ計上いたしております。 

  以上が平成２２年度岬町国民健康保険特別会計予算でございます。 

  次に、平成２２年度岬町老人保健特別会計予算の件につきましてご説明いたします。予算書１

４９ページをごらんください。 

  第１条の予算総額として、歳入歳出それぞれ１２７万円を計上いたしております。対前年度比
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９４．６％の大幅な減となっております。現行の老人保健制度は平成２０年度から後期高齢者医

療制度に移行されており、医療費の経理は大阪府後期高齢者医療広域連合が行うことになってお

ります。しかし、医療費の請求及び支払いについては制度上、平成２２年度においても一部発生

することから、本会計において所要の経費を計上しているものでございます。 

  事項別明細書により予算の概要を説明させていただきます。予算書の１５３ページをごらんく

ださい。 

  歳入予算の概要を説明させていただきます。なお、詳細につきましては１５５ページに記載し

ておりますので、あわせてご参照ください。 

  款１、支払基金交付金につきましては、対前年度１，１１４万７，０００円減額の６３万３，

０００円を計上いたしております。 

  款２、国庫支出金につきましては、対前年度７４０万８，０００円減額の４２万円を計上いた

しております。 

  款３、府支出金につきましては、対前年度１８５万２，０００円減額の１０万５，０００円を

計上いたしております。 

  款４、繰入金につきましては、一般会計繰入金といたしまして対前年度１９２万円減額の１１

万２，０００円を計上いたしております。 

  次に、歳出予算の概要につきましてご説明させていただきます。予算書１５４ページをごらん

ください。なお、詳細につきましては１５６ページに記載しておりますので、あわせてご参照く

ださい。 

  款１、医療諸費につきましては、対前年度２，２３２万７，０００円減額の１２７万円を計上

いたしております。 

  以上が平成２２年度岬町老人保健特別会計予算でございます。 

  次に、平成２２年度岬町後期高齢者医療特別会計予算の件につきましてご説明いたします。 

  本会計は、原則７５歳以上の高齢者を対象とした医療制度の創設に伴いまして、平成２０年度

に特別会計を設置されたものでございます。予算書１５８ページをごらんください。 

  第１条の予算総額として、歳入歳出それぞれ２億１，５１７万３，０００円を計上いたしてお

り、対前年度比５．０％の減となっております。 

  事項別明細書により予算の概要を説明させていただきます。予算書の１６２ページをごらんく

ださい。 

  歳入予算の概要を説明させていただきます。なお、詳細につきましては１６４ページ以降に記
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載しておりますので、あわせてご参照ください。 

  款１、後期高齢者医療保険料といたしまして、対前年度１，６７０万３，０００円減額の１億

６，５５２万９，０００円を計上いたしており、款２、使用料及び手数料につきましては前年度

と同額の１，０００円を計上いたしております。 

  款４、繰入金につきましては、一般会計繰入金といたしまして対前年度５４０万円増額の４，

９６４万１，０００円を計上いたしております。 

  款６、諸収入につきましては、前年度と同額の２，０００円を計上いたしております。 

  次に、歳出予算の概要につきまして説明させていただきます。予算書１６３ページをごらんく

ださい。なお、詳細につきましては１６６ページ以降に記載しておりますので、あわせてご参照

ください。 

  款１、総務費につきましては、対前年度４４万７，０００円減額の５４７万３，０００円を計

上いたしております。 

  款２、後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、対前年度１，０８５万６，０００円減

額の２億９５０万円を計上いたしております。 

  款３、諸支出金につきましては前年度と同額の１０万円を、款４、予備費につきましても前年

度と同額の１０万円をそれぞれ計上いたしております。 

  以上が平成２２年度岬町後期高齢者医療特別会計予算でございます。 

  次に、平成２２年度岬町下水道事業特別会計予算の件につきましてご説明いたします。予算書

１６９ページをごらんください。 

  第１条の予算総額として、歳入歳出それぞれ６億９，８５５万１，０００円を計上いたしてお

り、対前年度比１０．３％の減となっております。なお、平成２１年度予算では、政府資金の補

償金免除繰上償還に係る借換債の発行に伴いまして、歳入歳出にそれぞれ１億４，９４０万円を

計上しておりましたので、借換債を除く実質的な対前年度比は１１．０％の増となっております。 

  第２条の地方債につきましては、予算書１７２ページ、第２表地方債に掲げております。下水

道事業について地方債の限度額、起債の方法等を定めております。 

  第３条の一時借入金につきましては、借入れの最高額を５億円と定めております。 

  第４条は、歳出予算の流用についての定めでございます。 

  続きまして、事項別明細書により予算の概要を説明させていただきます。予算書の１７４ペー

ジをごらんください。 

  歳入予算の概要を説明させていただきます。なお、詳細につきましては１７６ページ以降に記
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載しておりますので、あわせてご参照ください。 

  款１、繰入金につきましては、一般会計繰入金といたしまして、対前年度２，１１１万円減額

の２億８，８６５万８，０００円を計上いたしております。 

  款２、町債につきましては、対前年度１億１５０万円減額の２億１，７５０万円を計上いたし

ております。なお、借換債を除く対前年度は４，７９０万円の増額となっております。 

  款３、国庫支出金につきましては、前年度と同額の２，５００万円を計上いたしております。 

  款４、諸収入につきましては、第二阪和国道工事関連公共下水道復旧事業補償金の増加などに

より、対前年度５，５１６万２，０００円増額の５，５８４万円を計上いたしております。 

  款５、使用料及び手数料につきましては、下水道使用料などといたしまして、対前年度５５８

万２，０００円減額の１億８１７万４，０００円を計上いたしております。 

  款６、分担金及び負担金につきましては、受益者負担金として対前年度７２６万円減額の３３

７万９，０００円を計上いたしております。 

  次に、歳出予算の概要につきましてご説明させていただきます。予算書１７５ページをごらん

ください。なお、詳細につきましては１７８ページ以降に記載しておりますので、あわせてご参

照ください。 

  款１、総務費につきましては、対前年度９３１万４，０００円減額の９，８８５万２，０００

円を計上いたしております。 

  款２、事業費につきましては、第二阪和国道工事関連公共下水道復旧事業の増加などにより、

対前年度７，２０４万１，０００円増額の２億２，１５６万６，０００円を計上いたしておりま

す。内訳といたしましては、流域下水道事業費５４０万７，０００円、公共下水道事業費２億１，

６１５万９，０００円となっております。 

  款３、公債費につきましては、対前年度１億４，３０１万７，０００円減額の３億７，８１３

万３，０００円を計上いたしております。なお、借換債を除く対前年度は６３８万３，０００円

の増額となっております。 

  以上が平成２２年度岬町下水道事業特別会計予算でございます。 

  次に、平成２２年度岬町漁業集落排水事業特別会計予算の件につきましてご説明いたします。

予算書１９２ページをごらんください。 

  第１条の予算総額として、歳入歳出それぞれ１，１９４万７，０００円を計上いたしており、

対前年度比７．１％の減となっております。 

  続きまして、事項別明細書により予算の概要を説明させていただきます。予算書の１９６ペー
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ジをごらんください。 

  歳入予算の概要を説明させていただきます。なお、詳細につきましては１９８ページに記載し

ておりますので、あわせてご参照ください。 

  款１、繰入金につきましては、一般会計繰入金といたしまして、対前年度１０万１，０００円

減額の９６４万３，０００円を計上いたしております。 

  款２、使用料及び手数料につきましては、排水処理施設使用料といたしまして、対前年度７６

万５，０００円増額の２０３万５，０００円を計上いたしております。 

  款３、分担金及び負担金につきましては、排水処理施設分担金といたしまして、対前年度１５

８万１，０００円減額の２６万９，０００円を計上いたしております。 

  次に、歳出予算の概要につきましてご説明させていただきます。予算書１９７ページをごらん

ください。なお、詳細につきましては１９９ページに記載しておりますので、あわせてご参照く

ださい。 

  款１、総務費につきましては、維持管理経費といたしまして、対前年度７９万４，０００円減

額の７７２万７，０００円を計上いたしております。 

  款２、公債費につきましては、地方債利子償還金といたしまして、対前年度１２万３，０００

円減額の４２２万円を計上いたしております。 

  以上が平成２２年度岬町漁業集落排水事業特別会計予算でございます。 

  次に、平成２２年度岬町介護保険特別会計（保険事業勘定）予算の件につきましてご説明いた

します。予算書の２０２ページをごらんください。 

  第１条の予算総額として、歳入歳出それぞれ１５億７，６５９万９，０００円を計上いたして

おり、対前年度比３．５％の減となっております。 

  第２条の一時借入金につきましては、借入れの最高額を２億円と定めております。 

  第３条は、歳出予算の流用についての定めでございます。 

  続きまして、事項別明細書により予算の概要を説明させていただきます。予算書２０８ページ

をごらんください。 

  歳入予算の概要を説明させていただきます。なお、詳細につきましては２１０ページ以降に記

載しておりますので、あわせてご参照ください。 

  款１、保険料につきましては、第１号被保険者保険料として、対前年度１，９８３万７，００

０円減額の２億９，１６９万４，０００円を計上いたしております。 

  款２、分担金及び負担金につきましては、泉南市、阪南市との２市１町で共同設置しておりま
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す介護認定審査会の事務局が平成２２年度から平成２４年度までの３年間、岬町が担当すること

になっていることに伴いまして、２市から認定審査会負担金２，７５９万５，０００円を新たに

計上いたしております。 

  款３、使用料及び手数料につきましては、督促手数料といたしまして、対前年度１万２，００

０円増額の４万４，０００円を計上いたしております。 

  款４、国庫支出金につきましては、対前年度１，３６２万１，０００円減額の３億５，１５４

万２，０００円を計上いたしております。 

  款５、支払基金交付金につきましては、対前年度２，１５３万６，０００円減額の４億４，１

９０万８，０００円を計上いたしております。 

  款６、府支出金につきましては、対前年度１，３８３万６，０００円減額の２億１，７３３万

円を計上いたしております。 

  款８、財産収入につきましては、基金預金利子といたしまして、前年度と同額の１，０００円

を計上いたしております。 

  款１０、繰入金につきましては、対前年度１，６０７万８，０００円減額の２億４，６１５万

８，０００円を計上いたしております。内訳といたしましては、一般会計繰入金２億４，１９５

万４，０００円、介護従事者処遇改善臨時特例基金繰入金４２０万４，０００円となっておりま

す。 

  款１１、繰越金につきましては、前年度繰越金といたしまして前年度と同額の１０万円を計上

いたしております。 

  款１２、諸収入につきましては、対前年度４１万９，０００円減額の２２万７，０００円を計

上いたしております。 

  次に、歳出予算の概要を説明させていただきます。予算書の２０９ページをごらんください。

なお、詳細につきましては２１５ページ以降に記載しておりますので、あわせてご参照ください。 

  款１、総務費につきましては、対前年度２，０５８万３，０００円増額の８，１２６万円を計

上いたしております。 

  款２、保険給付費につきましては、対前年度７，５２２万６，０００円減額の１４億６，６６

８万５，０００円を計上いたしております。 

  款４、地域支援事業費につきましては、対前年度３０７万７，０００円減額の２，６０５万４，

０００円を計上いたしております。 

  款６、公債費につきましては、一時借入金利子といたしまして前年度と同額の５０万円を、款
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７、諸支出金につきましては、介護保険料償還金といたしまして前年度と同額の１０万円を、款

８、予備費につきましては、前年度と同額の２００万円をそれぞれ計上いたしております。 

  以上が平成２２年度岬町介護保険特別会計（保険事業勘定）予算でございます。 

  次に、平成２２年度岬町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算の件につきましてご

説明いたします。予算書２３３ページをごらんください。 

  第１条の予算総額として、歳入歳出それぞれ１，７０７万４，０００円を計上いたしており、

対前年度比３６．９％の増となっております。 

  事項別明細書により予算の概要を説明させていただきます。予算書の２３７ページをごらんく

ださい。 

  歳入予算の概要を説明させていただきます。なお、詳細につきましては２３９ページに記載し

ておりますので、あわせてご参照ください。 

  款１、サービス収入につきましては、国保連合会から支払われる介護報酬などといたしまして、

対前年度３８１万円増額の１，６１１万円を計上いたしております。 

  款２、繰越金につきましては、前年度繰越金といたしまして、対前年度７９万１，０００円増

額の９６万４，０００円を計上いたしております。 

  次に、歳出予算の概要を説明させていただきます。予算書の２３８ページをごらんください。

詳細につきましては２４０ページに記載しておりますので、あわせてご参照ください。 

  款１、事業費につきましては、居宅予防サービス等事業費といたしまして、対前年度４６０万

１，０００円増額の１，７０７万４，０００円を計上いたしております。 

  以上が平成２２年度岬町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算でございます。 

  次に、平成２２年度岬町淡輪財産区特別会計予算の件につきましてご説明いたします。予算書

２４２ページをごらんください。 

  第１条の予算総額として、歳入歳出それぞれ１，１３５万３，０００円を計上いたしており、

対前年度比１１．９％の減となっております。 

  事項別明細書により予算の概要を説明させていただきます。予算書の２４６ページをごらんく

ださい。 

  歳入予算の概要を説明させていただきます。なお、詳細につきましては２４８ページ以降に記

載しておりますので、あわせてご参照ください。 

  款１、財産収入につきましては、土地貸付収入などといたしまして、対前年度８万５，０００

円増額の３０３万８，０００円を計上いたしております。 
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  款２、繰越金につきましては、前年度繰越金といたしまして、対前年度４４万円増額の７２６

万４，０００円を計上いたしております。 

  款３、諸収入につきましては、預金利子といたしまして、対前年度１万１，０００円減額の１，

０００円を計上いたしております。 

  款４、繰入金につきましては、淡輪地区財産区基金繰入金といたしまして、対前年度２０４万

３，０００円減額の１０５万円を計上いたしております。 

  次に、歳出予算の概要につきまして説明させていただきます。予算書２４７ページをごらんく

ださい。なお、詳細につきましては２５０ページ以降に記載しておりますので、あわせてご参照

ください。 

  款１、財産費につきましては、財産区管理会費及び維持管理費といたしまして、対前年度１６

６万２，０００円増額の９６４万６，０００円を計上いたしております。 

  款２、諸支出金につきましては、淡輪地区財産区基金積立金といたしまして、対前年度３１９

万１，０００円減額の２０万７，０００円を計上いたしております。 

  款３、予備費につきましては、前年度と同額の１５０万円を計上いたしております。 

  以上が平成２２年度岬町淡輪財産区特別会計予算でございます。 

  次に、平成２２年度岬町深日財産区特別会計予算の件につきましてご説明いたします。予算書

の２５４ページをごらんください。 

  第１条の予算総額といたしまして、歳入歳出それぞれ２，３５４万９，０００円を計上いたし

ており、対前年度比２．３％の減となっております。 

  事項別明細書により予算の概要を説明させていただきます。予算書の２５８ページをごらんく

ださい。 

  歳入予算の概要を説明させていただきます。なお、詳細につきましては２６０ページ以降に記

載しておりますので、あわせてご参照ください。 

  款１、財産収入につきましては、土地貸付収入などといたしまして、対前年度８１万６，００

０円増額の２，３５４万２，０００円を計上いたしております。 

  款２、繰越金につきましては、前年度繰越金といたしまして、前年度と同額の１，０００円を

計上いたしております。 

  款３、諸収入につきましては、預金利子及び雑入といたしまして、対前年度３万９，０００円

減額の６，０００円を計上いたしております。なお、繰入金につきましては、深日地区財産区基

金繰入金の減少に伴い、科目を廃止するものでございます。 
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  次に、歳出予算の概要につきましてご説明させていただきます。予算書２５９ページをごらん

ください。なお、詳細につきましては２６２ページ以降に記載しておりますので、あわせてご参

照ください。 

  款１、財産費につきましては、財産区管理会費及び維持管理費といたしまして、対前年度１７

２万７，０００円増額の８１９万１，０００円を計上いたしております。 

  款２、諸支出金につきましては、深日地区財産区基金積立金といたしまして、対前年度２２８

万７，０００円減額の１，３８５万８，０００円を計上いたしております。 

  款３、予備費につきましては、前年度と同額の１５０万円を計上いたしております。 

  以上が平成２２年度岬町深日財産区特別会計予算でございます。 

  次に、平成２２年度岬町多奈川財産区特別会計予算の件についてご説明いたします。予算書の

２６６ページをごらんください。 

  第１条の予算総額といたしまして、歳入歳出それぞれ１，５５２万３，０００円を計上いたし

ており、対前年度比１０．２％の増となっております。 

  事項別明細書により予算の概要を説明させていただきます。予算書の２７０ページをごらんく

ださい。 

  歳入予算の概要を説明させていただきます。なお、詳細につきましては２７２ページ以降に記

載しておりますので、あわせてご参照ください。 

  款１、財産収入につきましては、多奈川地区財産区基金預金利子などといたしまして、対前年

度５０万２，０００円減額の１５５万２，０００円を計上いたしております。 

  款２、諸収入につきましては、預金利子及び雑入といたしまして、対前年度２，０００円減額

の２，０００円を計上いたしております。 

  款３、繰入金につきましては、多奈川地区財産区基金繰入金といたしまして、対前年度１９３

万５，０００円増額の１，３９６万９，０００円を計上いたしております。 

  次に、歳出予算の概要につきましてご説明させていただきます。予算書２７１ページをごらん

ください。なお、詳細につきましては２７４ページ以降に記載しておりますので、あわせてご参

照ください。 

  款１、財産費につきましては、財産区管理会費及び維持管理費といたしまして、対前年度６６

万６，０００円増額の１，１２２万８，０００円を計上いたしております。 

  款２、諸支出金につきましては、多奈川地区財産区基金積立金及び繰出金といたしまして、対

前年度７６万５，０００円増額の２７９万５，０００円を計上いたしており、繰出金の内容とい
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たしましては、多奈川小学校校庭芝生化支援事業に充当するため、一般会計繰出金並びに峠池の

フェンス設置費に充当するための谷川財産区特別会計繰出金となっております。 

  款３、予備費につきましては、前年度と同額の１５０万円を計上いたしております。 

  以上が平成２２年度岬町多奈川財産区特別会計予算でございます。 

  次に、平成２２年度岬町谷川財産区特別会計予算の件につきましてご説明いたします。予算書

の２７８ページをご参照ください。 

  第１条の予算総額といたしましては、歳入歳出それぞれ２４３万４，０００円を計上いたして

おり、対前年度比６１．１％の増となっております。 

  事項別明細書により予算の概要を説明させていただきます。予算書の２８２ページをごらんく

ださい。 

  歳入予算の概要を説明させていただきます。なお、詳細につきましては２８４ページに記載し

ておりますので、あわせてご参照ください。 

  款１、繰越金につきましては、前年度繰越金といたしまして、対前年度１５万６，０００円増

額の１６６万５，０００円を計上いたしております。 

  款２、諸収入につきましては、預金利子及び雑入といたしまして、前年度と同額の２，０００

円を計上いたしております。 

  款３、繰入金につきましては、峠池フェンス設置工事に充当する財源といたしまして、多奈川

財産区特別会計繰入金７６万７，０００円を新たに計上いたしております。 

  次に、歳出予算の概要につきまして説明させていただきます。予算書２８３ページをごらんく

ださい。なお、詳細につきましては２８５ページに記載しておりますので、あわせてご参照くだ

さい。 

  款１、財産費につきましては、財産区管理会費及び維持管理費といたしまして、対前年度９２

万３，０００円増額の１９３万４，０００円を計上いたしております。 

  款２、予備費につきましては、前年度と同額の５０万円を計上いたしております。 

  以上が平成２２年度岬町谷川財産区特別会計予算でございます。 

  最後になりましたが、平成２２年度岬町水道事業会計予算の件につきましてご説明いたします。

予算書の２８７ページをご参照願います。 

  第２条の平成２２年度の業務の予定量につきましては、給水戸数８，３００戸、年間総給水量

２０７万３，０００立方メートル、１日平均給水量５，６７９立方メートルを予定しておるとこ

ろでございます。 
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  第３条の収益的収入及び支出の予定額につきましては、事業収益５億８，３８６万９，０００

円、事業費５億９，５０６万３，０００円を計上いたしております。 

  予算書２８８ページをご参照願います。 

  第４条の資本的収入及び支出の予定額につきましては、資本的収入２億２８９万９，０００円、

資本的支出３億８，５１６万５，０００円を計上いたしております。 

  なお、平成２１年度予算では、政府資金の補償金免除繰上償還に係る借換債の発行に伴い、資

本的収入及び資本的支出にそれぞれ７，５９０万円を計上しておりましたので、借換債を除く資

本的収入は１億２，６９９万９，０００円、資本的支出は３億９２６万５，０００円となってお

ります。 

  また、資本的収入額が資本的支出額に対し不足いたします１億８，２２６万６，０００円につ

きましては、過年分損益勘定留保資金で補てんするものでございます。 

  第５条は、企業債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めてございま

す。 

  予算書の２８９ページをご参照願います。 

  第６条では、一時借入金の限度額を３億円と定めております。 

  第７条では、予定支出の各項の経費の金額を流用できる項目を設定しております。 

  第８条では、議会の議決を経なければ流用することのできない経費を、第９条では、たな卸資

産の購入限度額を、第１０条では、配水管整備事業の施行により取得する資産の予定額をそれぞ

れ定めております。 

  以上が平成２２年度一般会計予算のほか１３会計予算の概要につきましてご説明させていただ

きました。 

  本件につきましては、後ほど開催が予定されます各常任委員会に付託されるものでございます

ので、ご審議の上、議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○小川日出夫副議長 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

  本件については、それぞれ総務文教、厚生、事業の各常任委員会に付託の予定でありますが、

その前に大綱的質疑を受けたいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  これより大綱的質疑を行います。 
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  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっております第８号、平成２２年度岬町一般会計予算の件から議案第２１号、

平成２２年度岬町水道事業会計予算の件までの１４件を会議規則第３９条第１項の規定により、

それぞれ総務文教、厚生、事業の各常任委員会に付託したいと思います。 

  ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  よって、本件についてはそれぞれ総務文教、厚生、事業の各常任委員会に付託することに決し

ました。 

  お諮りいたします。 

  暫時休憩したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。暫時休憩することに決定しました。 

  暫時休憩いたします。再開は１３時、午後１時からよろしくお願いします。 

（午前１１時３６分 休憩） 

 

（午後 １時００分 再開） 

○小川日出夫副議長 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○小川日出夫副議長 日程２２、議案第２２号「阪南市泉南市岬町障害程度区分認定審査会共同設

置規約の一部を変更する協議の件」を議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。福祉部長、芦田貴志雄君。 

○芦田福祉部長 日程２２、議案第２２号、阪南市泉南市岬町障害程度区分認定審査会共同設置規

約の一部を変更する協議の件についてご説明させていただきます。 

  本件につきましては、同規約を変更することについて、地方自治法第２５２条の７第２項の規

定により阪南市及び泉南市と協議するにつき、同法同条第３項において準用する同法第２５２条

の２第３項本文の規定により議会の議決を求めるものでございます。 
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  提案理由といたしまして、阪南市泉南市岬町障害程度区分認定審査会共同設置規約のうち、同

認定審査会の庶務の担当を平成２２年度から泉南市から岬町に変更することについて関係市と協

議するに当たり、議会の議決を求めるものでございます。 

  裏面をお開きください。あわせて、別紙の新旧対照表もご参照ください。 

  阪南市泉南市岬町障害程度区分認定審査会共同設置規約の一部を変更する規約（案）。 

  変更する項目につきましては、第５条、第６条第２項、第７条、第８条、第９条、第１０条、

第１１条、第１２条中に規定されている市、市長名、市議会名を審査会の庶務担当を泉南市から

岬町に変更するに伴い、「泉南市長」を「岬町長」に、「岬町長」を「泉南市長」に、「岬町」

を「泉南市」に、「泉南市」を「岬町」に、「泉南市議会」を「岬町議会」にそれぞれ改めるも

のでございます。 

  附則としまして、関係条例等が岬町の条例等になりますので、その公表すべき内容を第４項に

規定し、あわせて施行日を平成２２年４月１日とするものであります。 

  なお、審査会の庶務につきましては、岬町が平成２２年度から２４年度までの３年間担当し、

その後、３年間のローテーションで阪南市、泉南市、岬町の順の輪番制で担当することになりま

す。 

  事務局の場所につきましては、岬町福祉部地域福祉課内に設置を予定しているところでありま

すが、審査会の会場自身は従来どおり阪南市立保健センターということであります。 

  よろしくご審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○小川日出夫副議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより本件に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 

  中原 晶君。 

○中原 晶議員 本件について２点ほど質問をさせていただきます。 

  ２市１町で運営をされてきたこの審査会ですけれども、これまで審査会の運営についてはトラ

ブルもなく円滑に図られてきたかどうか、その点を１点お聞きしておきたいと思います。 

  それからもう１点、この後に出てくる介護認定審査会の庶務の担当も岬町が受け持つという運

びになりますけれども、この障害程度区分認定審査会と介護認定審査会と同時に岬町が行うとい

うことになるため、事務量等、大変なことになるのではないかなと思いますけれども、このあた

りの準備や実務について怠りなく遂行できるのかどうか、その見通し等をお聞かせいただきたい

と思います。 

○小川日出夫副議長 福祉部長、芦田貴志雄君。 
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○芦田福祉部長 中原議員のご質問にお答えします。 

  まず、この認定審査会の運営について、これまでも問題なく円滑に運営されているところであ

ります。 

  それから、事務局、今般この後に議案として上程しております介護認定審査会の事務局も同時

に３年間、岬町が担うことになるわけですけれども、まず、この障害程度区分認定審査会の事務

局の事務量につきましては、審査会の開催日自身が今のところ月に四、五回、多くて七、八回と

いうことですので、それぞれの事務局を担う、庶務を担う担当市のほうで事務を担ってきたとこ

ろであります。 

  また、介護認定審査会につきましては、ほとんど毎日、月曜から金曜まで認定審査会があるこ

とから、担当の職員が日々出張ということになりますので、介護保険のほうはその分、人員が足

りなくなるわけですけれども、それについては臨時職員を３年間配置し、何とか介護保険の運営

に寄与したいというふうに考えているところです。 

  以上です。 

○小川日出夫副議長 他に質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 これで質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

  反対ですか。 

  中原 晶君。 

○中原 晶議員 本件に関しましては、運営は円滑に行われてきたということが先ほど答弁の中で

ありましたけれども、この障害程度区分認定審査会そのものにつきましては、障害者自立支援法

の導入に伴うものでありまして、そもそも応能負担から応益負担という大きな制度上の大転換が

行われ、原則１割負担というものが持ち込まれた障害者とその家族にとっては非常に負担の重い

ものであります。それが継続されているというものであります。 

  今般、国政上で新しい政権にかわりまして、この障害者自立支援法についても見直していくと

いう方向で議論が進んでおりますけれども、今後一定の見直しが図られる見通しは今のところ一

定見えておりますけれども、これについては世論と運動を反映した前向きな変化であると考える

ものでありますが、今のところ低所得者等に対象が限定されておりまして、応益負担の原則１割

負担というものについては、まだ見直しが図られていないところであります。 

  本件につきましては、単純な事務手続上の変更とはいえ、障害者自立支援法の具体化という大
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きな問題でありまして、障害者とその家族の負担を考慮した場合に賛同できかねるものでありま

す。 

  以上です。 

○小川日出夫副議長 次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

  賛成討論ございませんか。ほかに討論ございませんね。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 これで討論を終わります。 

  これより議案第２２号「阪南市泉南市岬町障害程度区分認定審査会共同設置規約の一部を変更

する協議の件」を起立により採決します。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○小川日出夫副議長 起立多数です。よって、議案第２２号は可決されました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○小川日出夫副議長 日程２３、議案第２３号「阪南市泉南市岬町介護認定審査会共同設置規約の

一部を変更する協議の件」を議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。福祉部長、芦田貴志雄君。 

○芦田福祉部長 日程２３、議案第２３号、阪南市泉南市岬町介護認定審査会共同設置規約の一部

を変更する協議の件についてご説明させていただきます。 

  本件につきましては、同規約を変更することについて、地方自治法第２５２条の７第２項の規

定により阪南市及び泉南市と協議するにつき、同法同条第３項において準用する同法第２５２条

の２第３項本文の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

  提案理由としましては、阪南市泉南市岬町介護認定審査会共同設置規約のうち、介護認定審査

会庶務の担当を平成２２年度から泉南市から岬町に変更することについて関係市と協議するに当

たり、議会の議決を求めるものでございます。 

  裏面をお開きください。あわせて、別紙の新旧対照表もご参照ください。 

  阪南市泉南市岬町介護認定審査会共同設置規約の一部を変更する規約（案）。 

  変更する項目につきましては、第５条、第６条第２項、第７条、第８条、第９条、第１０条、

第１１条、第１２条中に規定されている市、市長名、市議会名を審査会の庶務担当を泉南市から

岬町に変更するに伴い、「泉南市長」を「岬町長」に、「岬町長」を「泉南市長」に、「岬町」
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を「泉南市」に、「泉南市」を「岬町」に、「泉南市議会」を「岬町議会」にそれぞれ改めるも

のでございます。 

  附則としまして、関係条例等が岬町の条例等になりますので、その公表すべき内容を第５項に

規定し、あわせて施行日を平成２２年４月１日とするものであります。 

  なお、審査会の庶務につきましては、岬町が平成２２年度から２４年度まで担当し、その後、

３年間のローテーションで阪南市、泉南市、岬町が輪番制で担当する予定になっております。 

  審査会の事務局の場所につきましては、従来どおり阪南市の保健センター分室、旧尾崎保健所

でございます。 

  また、審査会の会場も従来と変わらず同保健センター分室でございます。 

  よろしくご審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○小川日出夫副議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより本件に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 

  中原 晶君。 

○中原 晶議員 本件につきましても、審査会の運営について確認をしておきたいと思います。 

  これは３年ごとの庶務担当の変更ということになりますが、３年前のときには若干パソコンの

ふぐあい等で１週間程度いろいろな事務がおくれたということがあったように記憶しております

が、今回につきましては、この３年間トラブルなしに円滑に運営されてきたのかどうか確認して

おきたいと思います。 

○小川日出夫副議長 福祉部長、芦田貴志雄君。 

○芦田福祉部長 中原議員のご質問にお答えします。 

  この３年間、運営については支障なくやってきております。 

  また、今回についてはパソコンの移動等を含みませんので、そのまま引き継ぐということで、

事務担当の責任市町村がかわるというだけですので、今後もスムーズにいくというふうにこちら

側では予定しているところです。 

  以上でございます。 

○小川日出夫副議長 他に質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 これで質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

  反対討論ですか。 



 

37 

  中原 晶君。 

○中原 晶議員 本件につきましては、議案第２２号のところで事務量について、特にこの介護認

定審査会につきましては開催日が平日ほぼ毎日開催ということをお聞きもし、実務については大

変ご苦労をなさるであろうということを考えた場合に、反対という立場はとりづらいところでは

ありますが、そもそもこの介護保険そのものの制度上の問題について疑問を感じているものであ

りますので、その具体化である介護認定審査会の問題についても賛成しかねるという立場であり

ます。 

  介護保険につきましては、これまでも機会あるごとに問題提起もし、批判もしてきたところで

ありますけれども、改定のたびに利用者にとっては保険あってサービスなしという実態が一層深

刻に進んでいるところであります。特に昨年の見直し内容は大変ひどいもので、国民の非難によ

って一定の見直しが図られたところでありますが、利用者本位の制度とは言えない、ほど遠いも

のというふうに考えております。 

  今回の件につきましても、事務上の変更ではありますけれども、改悪され続けてきた介護保険

の具体化であり、賛同しかねるという立場であります。 

  以上です。 

○小川日出夫副議長 次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 他に討論ございませんか。 

○小川日出夫副議長 これで討論を終わります。 

  これより議案第２３号「阪南市泉南市岬町介護認定審査会共同設置規約の一部を変更する協議

の件」を起立により採決します。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○小川日出夫副議長 起立多数です。よって、議案第２３号は可決されました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○小川日出夫副議長 日程２４、議案第２４号「工事請負契約中変更の件（公共下水道汚水管埋設

工事（２２－１１））」を議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。総務部長、中口守可君。 

○中口総務部長 日程２４、議案第２４号、工事請負契約中変更の件（公共下水道汚水管埋設工事



 

38 

（２２－１１））についてご説明申し上げます。 

  提案理由といたしましては、本工事は現在施工中ですが、工事内容の一部変更により契約金額

の変更が生じたため、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるもの

でございます。 

  本工事につきましては、平成２１年９月１８日議決に係る公共下水道汚水管埋設工事（２２－

１１）の請負契約の一部を変更する契約を次のとおり締結するものでございます。 

  契約金額といたしましては、変更前３，５７０万円、うち消費税及び地方消費税の額が１７０

万円を変更後３，７５６万２，７００円、うち消費税及び地方消費税の額を１７８万８，７００

円に変更するものでございます。 

  契約の相手方は、大阪府泉南郡岬町多奈川谷川２３２６番地の１２、芳山建設株式会社代表取

締役、芳山龍二でございます。 

  変更の工事概要等につきましては、別紙資料番号１をご参照ください。 

  表面には工事概要、裏面には施工箇所というようになっております。 

  変更工事内容といたしましては、当初設計では当該工事区域の私道に面している家屋について

は私道の所有者の承諾が得られず、公共下水道管が埋設できない状況になっておりましたが、工

事施工に当たり、再度、私道の地権者及び関係住民と協議を行った結果、公共下水道埋設の承諾

が得られたことによりまして、施工箇所の延長が生じましたので、工事延長４５１．４メートル

を４８８．９メートルに３７．５メートル延長しております。 

  また、本管布設工の汚水流下管、口径２００ミリの延長４２８．１メートルを４６３．３メー

トルに３５．２メートル延長し、及び汚水圧送管、口径７５ミリの延長１４６．２メートルを１

４６．３メートルに０．１メートル延長し、並びに汚水桝・取付管工一式等を変更するものでご

ざいます。 

  裏面の施工箇所図で太い黒線の部分が当初工事施工箇所でございまして、赤色の部分が変更工

事施工箇所となっております。 

  なお、工事期間につきましては、議会の議決日の平成２１年９月１８日から平成２２年３月２

９日までとなっております。 

  以上でございます。 

  よろしくご審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○小川日出夫副議長 これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより本件に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 
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  中原 晶君。 

○中原 晶議員 ただいまお聞きしました工事区域の変更が生じたということでありますけれども、

このあたりについては地権者や関係住民の承諾が得られたと、当初予定していたよりも工事の範

囲を広げることができたということであろうかと思いますけれども、そういった働きかけは、こ

の入札にかかる前の時点で行われていなかったのか。入札が済んで実際に工事にも入っているの

にその後で変更になった、そのあたりの事情をご説明いただきたいと思います。 

  それから、工期については３月２９日までということでありますけれども、そのあたり工期に

支障は来さないのか、その２点についてお答えをいただきたいと思います。 

○小川日出夫副議長 上下水道部長、末原光喜君。 

○末原上下水道部長 中原議員の質問にお答えさせていただきます。 

  まず、工事前に設計で発注します。その後、工事業者が現地を回って、桝の位置等、設計に基

づくところでよいのかどうかの確認を行います。そのときに実際に現地に入って、その地形、区

域によって、私道に管を入れなくてはならないという条件のところがございます。我々役所のほ

うでもいろいろ調べて、事前には入っておるんですが、請負業者のほうが、また工事の担当者が

その工事期間中に話をつけて承諾をいただいた承諾の後、施工するということが時々生じます。

そういうことで今回、追加の工事を施工することになりました。 

  工期につきましては、いろんな班が工事施工区域で入っていますので、その間を縫って別の班

が施工するということになりますので、全体の工事期間は変わりございません。 

  以上です。 

○小川日出夫副議長 他に質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 これで質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

  まず、原案に反対の方の討論をお願いします。 

  反対討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

  中原 晶君。 

○中原 晶議員 特段反対する理由もありませんが、先ほど私の質問にお答えいただいた中で、町

としても事前に現地を調査した上で、私道に工事が必要だというところには一定働きかけ等をし
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ているのかなという印象を受けましたけれども、できましたら入札後にこういった変更が起こら

ないようにということは心がけるべきでありますので、そのあたり、本件にかかわらずにですけ

れども、こういった後での変更ということが今後生じないように、そのあたりはよく気をつけて

いただきたいとご意見だけ申し上げて賛成したいと思います。 

○小川日出夫副議長 他に討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 これで討論を終わります。 

  これより議案第２４号「工事請負契約中変更の件（公共下水道汚水管埋設工事（２２－１

１））」を起立により採決します。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○小川日出夫副議長 満場一致です。よって、議案第２４号は可決されました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○小川日出夫副議長 日程２５、議案第２５号「非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する件」を議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。企画部長、笠間光弘君。 

○笠間企画部長 日程２５、議案第２５号、非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する件につきましてご説明いたします。 

  提案理由といたしましては、阪南市泉南市岬町介護認定審査会及び阪南市泉南市岬町障害程度

区分認定審査会の事務局の担当を平成２２年度から泉南市から岬町に変更するに当たりまして、

委員報酬を設定する必要が生じましたので、本条例に所要の改正を行うものでございます。 

  改正の内容といたしまして、次のページの改正案及び別添の新旧対照表をあわせてごらんくだ

さい。 

  別表中、介護保険運営協議会と公平委員会との間に新たに介護認定審査委員会委員、日額１万

８，０００円と、その下に障害程度区分認定審査会委員、日額１万８，０００円を追加するもの

でございます。 

  なお、この金額につきましては岬町単独での決定ではございません。認定審査会設置以来、同

じ金額で運営しているところでございます。 

  また、附則といたしまして、この条例は平成２２年４月１日から施行することといたしており
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ます。 

  なお、本件につきましては、総務文教委員会へ付託の予定とお聞きしております。よろしくご

審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

  以上です。 

○小川日出夫副議長 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

  本件については、総務文教委員会に付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受けたい

と思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  これより大綱的質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 これで大綱的質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る件については、会議規則第３９条第１項の規定により、総務文教委員会に付託したいと思いま

す。 

  ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  よって、本件については総務文教委員会に付託することに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○小川日出夫副議長 日程２６、議案第２６号「岬町特別会計条例の一部を改正する件」を議題と

します。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。総務部長、中口守可君。 

○中口総務部長 日程２６、議案第２６号、岬町特別会計条例の一部を改正する件につきましてご

説明申し上げます。 

  提案理由といたしましては、岬町住宅用地造成事業特別会計につきまして、平成２２年３月３

１日をもって廃止するため、本条例に所要の改正を行うものでございます。 
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  改正内容につきましてご説明させていただきます。議案書の裏面並びに新旧対照表もあわせて

ご参照願います。 

  第１条から住宅用地造成事業特別会計を削るというものでございます。 

  以上が改正内容でございます。 

  なお、本件につきましては、総務文教委員会に付託の予定と伺っております。よろしくご審議

の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○小川日出夫副議長 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

  本件については、総務文教委員会に付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受けたい

と思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  これより大綱的質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 これで大綱的質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております岬町特別会計条例の一部を改正する件については、会議規則第

３９条第１項の規定により、総務文教委員会に付託したいと思います。 

  ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  よって、本件については総務文教委員会に付託することに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○小川日出夫副議長 日程２７、議案第２７号「岬町国民健康保険条例の一部を改正する件」を議

題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。住民部長、白井保二君。 

○白井住民部長 日程２７、議案第２７号、岬町国民健康保険条例の一部を改正する件につきまし

てご説明申し上げます。 

  提案理由といたしましては、国民健康保険法施行令の一部改正に伴い、本条例に所要の改正を
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行うものでございます。 

  本条例につきましては、議案書及び新旧対照表をごらんのとおり、改正条項が多岐にわたるた

め、事前に配付させていただいております岬町国民健康保険条例の一部改正の概要に基づき、改

正内容を説明させていただきますので、よろしくお願い申し上げます。 

  今回の改正内容は、地方税法の一部改正に伴い、一般被保険者に係る基礎賦課額の所得割額の

算定に関する規定の改正、保険料基礎賦課限度額の改正、被用者保険の加入者が後期高齢者医療

制度に移行することにより、その被扶養者が国保の被保険者になった者に対する保険料減免期間

の延長の３点でございます。 

  それでは、１点目の一般被保険者に係る基礎賦課額の所得割額の算定に関する規定などの改正

についてご説明申し上げます。 

  国民健康保険料の算定に用いる所得については、地方税法に規定する所得を用いて算定される

ことになっており、今回、地方税法が一部改正されたことに伴い、第１４条に規定しております

一般被保険者に係る基礎賦課額の所得割額の算定及び第２０条に規定しております低所得者を対

象とする保険料の減額に用いる所得の算定に関する規定についての改正を行うものでございます。 

  なお、地方税法の主な改正につきましては、上場株式等の配当所得の申告分離課税が創設され

たこと、上場株式等の譲渡所得と上場株式等の配当所得との間の損益通算の特例が創設されたこ

と、また特定の土地等の長期譲渡所得に関する特別控除が創設されたことなどに伴う所要の改正

を行うものでございます。 

  また、②におきまして、国民健康保険料の賦課に関する特例規定を条例附則から本則へ移行す

る改正もあわせて行っております。 

  国民健康保険料を算定する際の所得については、現在、総合課税所得は条例本則にて、申告分

離課税の所得は条例附則に規定しておりますが、その所得に関する規定はいずれも地方税法に基

づくものであり、また今後も恒久的に保険料の算定に用いるという考え方によりまして、条例附

則第５条から第９条に規定しております分離課税分の所得の算定に関する特例規定などを条例第

１４条に移行し、関連する第２０条についても所要の改正を行うものであります。 

  次に、（２）の保険料賦課限度額につきましては、保険料の負担感が強いと言われます中間所

得層の負担軽減を図り、被保険者間の負担の公平を確保するため、国の政令で定める基準に準じ

まして、条例第１６条に規定する基礎賦課限度額を３万円引き上げ４７万円から５０万円に、ま

た、１６条の６の１２に規定する後期高齢者支援金等負担限度額については１万円引き上げ１２

万円から１３万円に改正するものであります。 
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  また、この賦課限度額につきましては第２０条にも規定しております。低所得者を対象とする

保険料の減額についても規定されていることから、第２０条におきましても基礎賦課額を引き上

げる改正を行うものであります。 

  次に、（３）の被用者保険の被保険者本人が後期高齢者医療制度に移行することにより、その

被扶養者が国保の被保険者になった者に対する保険料減免措置につきましては、後期高齢者医療

制度における被用者保険の被扶養者であった者に対する保険料軽減措置が実質的に後期高齢者医

療制度が廃止されるまで継続することに伴いまして、国民健康保険についても整合性を図る必要

がございます。よって、条例附則第７条を追加し、減免措置の適用を資格取得の属する月から２

年間に限るとする規定を削る改正を行っております。 

  最後に、附則第１項におきましては、この条例は平成２２年４月１日から施行する。また、附

則第２項においては経過措置を設けており、改正後の賦課限度額は平成２２年度以降の年度分の

保険料について適用し、平成２１年度分の保険料については従来のとおりとすることを定めてお

ります。 

  以上が改正の概要でございます。 

  本件につきましては、厚生委員会に付託の予定と聞き及んでおります。よろしくご審議の上、

議決賜りますようお願い申し上げます。 

○小川日出夫副議長 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

  本件については、厚生委員会に付託の予定でありますが、その前に大綱的質疑を受けたいと思

います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  これより大綱的質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○小川日出夫副議長 これで大綱的質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております岬町国民健康保険条例の一部を改正する件については、会議規

則第３９条第１項の規定により、厚生委員会に付託したいと思います。 

  ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○小川日出夫副議長 異議なしと認めます。 

  よって、本件については厚生委員会に付託することに決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○小川日出夫副議長 以上で、本日の日程はすべて終了しました。 

  本日はこれで散会します。 

  各常任委員さんには、委員会付託分の審議について、よろしくお願いします。 

  なお、次の会議は、３月２５日午前９時３０分から開催予定の議会運営委員会終了後に開催予

定の全員協議会終了後に会議を開きますので、ご参集ください。 

  どうもご苦労さまでした。 

（午後１時３８分 散会） 
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